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口吉川地区市政懇談会 議事録 

 

１ 日 時  令和元年９月１９日 

       午後７時３０分～９時１５分 

２ 場 所  口吉川町公民館大会議室 

３ 参加者  口吉川地区 １５人 

       市  ２５人（市長、副市長、副市長、教育長、総合

政策部長、総務部長、市民生活部長、健康福祉

部長、産業振興部長、都市整備部長、上下水道

部長、議会事務局長、消防長、教育総務部長、

教育振興部長、企画政策課長、生活環境課長、

人権推進課長、商工振興課長、観光振興課長、

道路河川課長、プロジェクト推進課長、交通政

策課長、学校教育課長、学校教育課副課長） 

       オブザーバー ４人 

       傍聴者 １９人 

４ 内 容 

(1) 地区からの意見・提言及び市からの回答 

別紙のとおり 

(2) 意見交換 

ア 地域の過疎化対策について 

【口吉川地区】 

生活に密着した店舗が地区から撤退し、住民は不安を感じ

ている。補助金や助成金など何らかの対策ができないか。補

助金や助成金などによって事業者が入ってくるわけではな

いことはわかっているが、他市の補助金、助成金の制度はど

のような状況か。 

【商工振興課長】 

昨年も同様の意見をいただいた。その後、地域では買い物

バス体験を実施されている。市では、移動販売や地域の既存

店舗の設備に対する補助制度があるが、店舗が無くなった地

域において、新たに補助制度を設けたとしても新たな事業者

は入ってこないと考える。また、小売店の経営が難しいとい

う現実もある。他の地域では、地域で話し合いをされて、そ

の地域に合ったようなかたちで取組を進められている事例
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もある。ぜひ地域で話し合いをしていただき、地域の問題と

して取り上げ、宅配や移動販売などどのようなかたちがいい

のか市も一緒に意見交換させていただきたい。 

【市 長】 

昨年の市政懇談会で意見交換した中で、例えば移動店舗が

できる事業者や、運転手を地域で担っていただければ買い物

のための車両を貸すことができる事業者もあると話をさせ

ていただいた。これらのことも含めて口吉川地区にあった方

法があると思うので、ぜひ公民館の職員や担当課の職員も入

って意見交換することで、よりよい方向に進めていきたい。

例えば、定例の区長協議会やまち協の会合で、担当課も入っ

て意見交換させていただきたい。 

【口吉川地区】 

高齢化が進み、三木の市街地まで買い物に行けない方も増

えている。宅配などの活用も視野に入れながら、検討したい

ので、市にも協力をお願いしたい。 

【口吉川地区】 

都市計画マスタープランでは、口吉川地区の１０年後の６

５歳以上の比率が５８．７％となっている。細川地区が４４．

７％、志染地区４４．９％と他の地区に比べて高い比率であ

る。高齢化率を下げるためにどういうことができるのか。小

売店の話も出ているが、大きな雇用を生むようなことも考え

ていかなくてはいけない。市長が言われたように、一緒に話

し合いを進めていくということは心強いので、ぜひ進めてい

ただきたい。具体的にはどのように進められるのか。 

【市 長】 

地域で考えていただかないと、口吉川地区に合ったかたち

にできないので、ぜひ定例の区長協議会やまち協の会合で議

論いただきたい。その中で、制度のことなどについては、市

の職員も入って一緒に議論させていただく。 

 

イ 高齢化に伴う地区の役職について 

【市 長】 

具体に、この役職は自治会単独では難しく近隣の自治会と

合同で検討したいということであれば、市も相談や調整に当
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たりたい。地域の実情があると思うので、検討いただきたい。 

【口吉川地区】 

たくさんの役職があるため、小さな地区では複数の役職を

兼務することもあり、負担が大きい。自治会は独立している

が、馬場地区、東地区、蓮花寺地区の合同で役職を出してい

るものもある。このように小さな地区に対して対応いただい

ているが、さらに高齢化や過疎化が進むと地区として成り立

たなくなるのではという不安がある。 

【口吉川地区】 

営農組合を組織し、現在は順調に運営できているが、今後

高齢化が進み、将来的に機械を動かす人がいるのか不安であ

る。口吉川地区だけの問題ではないが、市からよい提言があ

ればうかがいたい。 

【産業振興部長】 

営農組合を組織しても、その後高齢化により運営できなく

なるということもある。１０年先の農業の姿をイメージして

作成した「人・農地プラン」の現実的な見直しの必要がある

と考えており、市としても協力できるところは協力をするの

で、ご相談いただきたい。 

 

ウ 口吉川小学校前及び宮前交差点の信号機、口吉川町公民館か

ら北側に上がった県道交差点について 

【口吉川地区】 

口吉川小学校前及び宮前交差点の信号機については、老朽

化すればＬＥＤ化するということは承知している。しかしな

がら、口吉川小学校前の交差点では、ここ数年冬場の西日が

信号に当たるときに、接触事故になりかけたことがあると聞

いている。少しでも見やすくしていただけないかという思い

で意見としてあげた。また、口吉川町公民館から北側に上が

った交差点については、口吉川町公民館やデイサービスセン

ターなど公共施設の入口であり、危険な状態でいいのか。夜

はライトで車が来ているのがわかるが、昼間はロードミラー

では車が見にくい。例えば、口吉川地区の方が盆踊りなどで

口吉川町公民館に来られたとき、帰る際に県道に出にくい。

県道の交通量も増えている。できれば感知式の信号機の設置
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などについて、県や警察に働きかけていただきたい。 

【市民生活部長】 

口吉川小学校前及び宮前交差点の信号機については、警察、

道路管理者、生活環境課、地域の方で現場確認をして、話を

させていただきたい。口吉川町公民館から北側に上がった県

道交差点については、仮設のガードレールの移動などを県で

検討いただいている。信号機や交差点のことについては、市

単独での対応は難しいので、県への要望に当たって地域の方

の協力もお願いしたい。 

【プロジェクト推進課長】 

県の加東土木事務所に仮設のガードレールを移動できな

いか話をしている。県としては、路肩が狭く、見通しも悪い

ので、仮設のガードレールを移動させる方向で検討している。

移動するとなれば沿道の方との調整が必要であるため、移動

することが決まれば連絡する。 

【口吉川地区】 

西日により信号機が見にくいことに関しては、基本的には

ドライバーがよく信号機を確認すれば事故は起きないとい

うことだが、地域からの要望もあるということを警察に伝え

ていただきたい。 

【市 長】 

先ほど話があった仮設のガードレールの移動については、

県で方針が決まれば、警察も含めて地元との調整をさせてい

ただくので、地元の方々もご協力をお願いしたい。 

 

エ 観光、交通インフラ、再開発について 

【市 長】 

神戸電鉄三木駅舎の整備については、令和２年度末の完成

の予定で進めている。地権者と調整し、土地を購入してロー

タリーなどを整備する予定である。また、旅行会社との連携

による三宮や明石方面からのバスツアーについては、今日の

新聞にも掲載されているところである。 

 

オ 地域の公共交通の整備充実について 

【口吉川地区】 
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三木市全体としての過疎地域の交通体系の検討状況を聞

きたい。１０年先、２０年先の公共交通をどうするのか。ま

た、地域ふれあいバスやみっきぃバスなどはどれくらい利用

されているのか。各年度の利用実績、これからの見通し、こ

れを改善するための方策についてはどうか。他の自治体では

デマンドタクシーやデマンドバスなどに取り組んでいると

ころもあるが、これらの取組についての市の検討状況も聞き

たい。 

【都市整備部長】 

バス交通については、昨年度に「三木市公共交通網形成計

画」を策定し、併せて、バス交通の見直し方針を定めた。口

吉川地区においても説明会を開催した。乗客１人当たり３万

円の経費がかかっている路線もあり、このままでよいのかと

いう議論もある。一方で、移動手段の確保ができていないこ

とも承知しているため、バス交通の見直しを行っているとこ

ろである。地域ふれあいバスについても地域の努力で続けら

れているが、ドライバーの高齢化の課題がある。その対策と

して、吉川地区でデマンド型交通の導入検討を行っており、

他地域でも活用できないか検討したい。１０年先、２０年先

の人口構成も見据え、赤字補てんを含め年間３億円もバス交

通に経費をかけている点も考慮して見直しを行い、減便や廃

止、休止、路線の統合などあらゆる方法によりバス交通の見

直しを行う。 

【口吉川地区】 

法的な規制もあるが、全国には口吉川地区と同じような状

況の地区もあると思うので、国への要望も含めて抜本的な対

策をお願いしたい。 

【都市整備部長】 

バス交通については、強い法規制がある。既存のバス路線

があれば、同じところに別のバスを走らせることは難しい。

国としても、高齢化で移動手段がない状況や、高齢者の交通

事故が増えているという状況を踏まえ、何とかできないかと

考えている。市としても規制緩和など国にしっかりと要望し

ていく。 
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カ 防災に関する河川整備について 

【口吉川地区】 

昨年の７月豪雨で避難勧告が発令されたが、現場を見た上

で発令されたのか。 

【総合政策部長】 

河川の水位や今後の雨量などを勘案し、発令している。 

【口吉川地区】 

河川の水位はカメラで見ているのか。 

【副市長】 

水位計がある場所の河川の水位を見て、避難するまでにか

かる時間を考慮して避難情報を判断している。水位計がどれ

ぐらいの水位となっているか、その水位に応じて周辺の地点

がどれぐらいの水位となるのかを判断して避難情報を出し

ている。 

【口吉川地区】 

口吉川地区の避難情報は、どこの水位を見て判断している

のか。市民は河川のカメラでしか水位の状況を見ることがで

きないため、細川地区の水位しか見られない。昨年は、大島

地区で河川があふれ、里脇地区でも水田に水が入ったりして

いる。根本的には堤防を高くしていただきたいが、最低限河

川の状況をリアルタイムで見られるようにしていただきた

い。仕事などで遠くにいる場合、河川のカメラでしか状況が

わからず、避難勧告や避難指示が出てからでは家にも帰れな

い。 

【消防長】 

吉川町山上、三木市本町にも水位計があり、インターネッ

トによりリアルタイムで見ることができる。これらの水位を

基に今後の雨量などを予測して避難情報を出している。 

【口吉川地区】 

それはわかっている。水位計がある場所しか状況がわから

ない。口吉川地区で浸水するところがあるのに、なぜ水位計

がないのか。口吉川地区の状況を見ることができない。 

【副市長】 

水位計がある場所とよく浸水する場所が違うことがある。

そういう危険な場所がカメラで見られるようにできればい



7 
 

いが、基本的には水位計がある場所をカメラで見られるよう

にしている。河川管理者からカメラの設置を見直したいと聞

いているので、本日の意見については県の加東土木事務所と

調整する。 

【口吉川地区】 

里脇地区のあたりで、上流からの木やゴミがたまり、水が

あふれやすい状況である。河川の整備は進めていただけない

か。 

【市 長】 

県は、河川整備計画に基づき下流から整備を進めている。

美嚢川では、加古川との合流点から久留美の志染川との合流

点までが河川整備計画に入っている。これを順次進めてから、

さらに上流の細川、口吉川という順になる。これをすべて実

施するということになれば５０年かかるか、１００年かかる

かわからないため、県は平成２８年度から河川中上流部治水

対策事業として優先順位の高い場所から整備に取り組むこ

ととしている。美嚢川であれば、吉川町渡瀬において河川整

備を進めている。当該箇所は人家が多いため優先順位が高く、

優先的に取り組んでいる。なお、平成２８年度には、口吉川

地区において伐木、伐竹を実施している。 

 

キ 環境対策について 

【口吉川地区】 

昨年も悪臭の件について市政懇談会で取り上げたが、根本

的な解決ができていない。事業所の従業員が朝方に事業所の

排気口や入口を開けたままの状態にしていることを事業者

に指摘した。事業者はそのことを知りながら、改善していな

かった。地元としてはそのような業者を信用できない。区長

協議会でその問題を取り上げて、やっと改善した。指摘され

るまで改善しようとしない事業者に対し、行政や地域がいく

ら要望しても改善されるとは思えない。事業者も問題点が分

かっていると思う。９月に区長協議会に事業者が説明に来ら

れ、努力をされているとのことであった。確かに臭いは減っ

ている。しかしながら、それ以降、保木地区でも臭いがして

いる。事業所がなければ悪臭がない状況であり、悪臭は公害
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である。地元に迷惑をかけていることも分かっているはずで

あるが、事業者が真摯に対応いただけるのか不安である。区

長協議会の指摘により排気口を撤去してガラス窓とするこ

とで事業者に対処いただいた。指摘しなければ、排気口や入

口を開けたままで、臭気を出し続けることとなっていた。事

業者は悪質である。 

【口吉川地区】 

臭いがあったときを記録している。９月に入ってからでも

６回記録しており、減っていない。堆肥を出荷するときには

必ず施設を開けるので、どうしても臭いが出る。取り締まる

ことはできないのか。 

【市民生活部長】 

臭いの状況は十分承知している。悪臭の原因が施設の構造

や脱臭装置等にあるのではないかということは認識してい

る。産業廃棄物処理施設の許可権者は県であるが、施設の運

用の改善について、県と一緒に監視し、指導していく。 

【生活環境課長】 

区長協議会で事業者からその都度改善報告が行われてい

る。昨年度には、発酵システムに難がある状況であったため、

発酵不適物を除外したが、それでもまだ臭いがある。区長協

議会で事業者に対して指摘した件についても市は指導して

いたが、事業者が緊急排煙装置を開けていた。事業者には、

地域にとけこんで施設を運営していくという意識を持って

いただく必要があり、その都度指導している。産業廃棄物処

理施設の許可については県の権限だが、市としてできること

もあるので、県と市が一緒になって取り組んでいく。また、

立入検査の結果も報告する。 

【口吉川地区】 

県の話も聞きたいので、市にお願いして県庁で話を聞く場

を設定いただいた。県に現場の状況を聞いていただくととも

に、なぜ県が悪質な業者に許可をしたのか、その経緯を聞き

たい。施設の建設前の説明では、臭いが出ない施設であると

いう説明であったため、反対する理由がなかった。施設が建

ってしまっているので退去していただくのは難しいが、施設

がある限り臭いはなくならない。市からも引き続き強く指導
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をしていただきたい。 

 

ク 中学校再編について 

【口吉川地区】 

星陽中学校の統合については、口吉川地区でも意見がなか

なかまとまらない。ＰＴＡでも引き続き話をしているが、そ

のまま星陽中学校を存続する案も考えていただきたい。星陽

中学校に通学している細川地区と口吉川地区の生徒が別々

の学校に行くことになってしまう。また、統合される三木中

学校と吉川中学校の進学先などの情報を提供いただきたい。

どちらの中学校と統合するのかまとまらない場合は、選択制

ということも考えられないか。家庭によって考え方も違う。 

【教育振興部長】 

ＰＴＡの皆様には統合に向けて協議いただいており、地域

においてもバックアップいただいている。三木中学校と吉川

中学校の情報については、教育委員会に尋ねていただければ

できる範囲で協力させていただくので、ご相談いただきたい。 

 

ケ その他 

【口吉川地区】 

口吉川地区でも空き家が多い状況である。今後どのような

対策を講じるのか。 

【生活環境課長】 

市では、今年度中に空家対策計画を策定する。今年度から

空き家対策係を設置し、空き家に対する相談窓口を設けてい

る。空き家の苦情だけでなく、まだ空き家になっていないが

今後空き家になる可能性があるような状況も含めて相談い

ただきたい。 

【口吉川地区】 

老朽化した空き家を解体する場合の補助金はあるか。 

【生活環境課長】 

倒壊の危険がある空き家の解体及び撤去に対する補助制

度がある。所得要件があるが、補助金額は費用の２分の１で、

100 万円を限度としている。いまにも倒壊の危険があり、市

の指導を受けた空き家が対象となる。 
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【口吉川地区】 

口吉川地区でも空き家に転居してくる人がいるのではな

いか。人口を増加させるため、空き家に転居してもらえるよ

うなことをしていただきたい。 

【生活環境課長】 

空家対策計画には、空き家を活用した移住定住の促進につ

いても盛り込むこととしている。 

【市 長】 

空き家を活用した移住定住の促進のため、空き家バンク制

度も設けている。 

【口吉川地区】 

空き家の担当職員は何人いるか。 

【生活環境課長】 

空き家対策係には、３人の職員を配置している。 

【口吉川地区】 

空き家対策は他市でもやっている。三木市は遅れているの

ではないか。 

【副市長】 

三木市では、６４棟に対し危険空き家の指定をしている。

北播磨地域では小野市が５棟を指定し、他の市町の指定件数

はゼロである。三木市は危険空き家の対策に重点を置いて取

り組んできたが、今後は空き家の利活用にも取り組んでいく。 

 


